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当院における「ハイリスク薬」について 
 

当院では、「生命の危険を脅かす重篤な有害事象を引き起す可能性のある医薬品」を「ハイリスク薬」として定義し

ています。（具体的な薬剤一覧については、「医薬品安全管理手順書（緑色のファイル）」をご参照ください） 

これらの医薬品を使用する際には、特に注意をお願い致します！ 

1. 中枢神経系作用薬の中で添付文書の副作用

に呼吸抑制の記載のある医薬品 

2. 抗不整脈薬、血管拡張薬の中で添付文書の

副作用に心停止もしくは不整脈の記載のある

医薬品とカテコラミン製剤 

3. カリウム製剤 

4. 抗悪性腫瘍剤（抗がん剤）内服薬 

5. 抗悪性腫瘍剤（抗がん剤）注射薬 

6. 糖尿病用薬 

7. 抗血栓薬 

8. 免疫抑制剤 

9. 麻薬 

10. 筋弛緩薬（注射薬のみ） 

11. B型肝炎の再活性化に注意が必要な医薬品 

※救急カートや病棟等の定数配置薬では、ハイリスク薬と記載して区別しています。 

 

なお、処方・注射オーダの画面で、ハイリスク薬は種類によって下記のように色分けされています。 

 

 

また、処方または注射の「種別」にも同じ色がつきます。 
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赤：麻薬 

青：抗がん剤 

紫：向精神薬 

桃：その他のハイリスク薬 

同一処方内に複数のハイリスク薬が含まれている場合は、以下の順番

で、優先順位が高い色が表示されるようになっています。 

 

☆優先順位☆ 

麻薬、抗がん剤  ＞  向精神薬  ＞  その他のハイリスク薬 

 

※外来処方において麻薬と抗がん剤が同時に処方された場合のみ、 

黄緑色になります 


